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船史をめぐる考察（彰  

一王辰爾からの系脈を見る－  

泉  敬 史  

1  

『続日本紀』桓武天皇延暦九年秋七月辛巳条に図書頭従五位上兼東宮学士左兵衛佐伊線  

守津連真遣らによる改姓を願い出る上表文の記載があり，そこに船史に関する来歴を見る  

ことができる。それによると裏道らの本系は百済の貴須王より出ており，神功皇后摂政の  

年に渡来，応神・仁徳天皇に近侍した三代後に「長子味沙・伸子辰爾・季子麻呂」の三男  

をなして三氏に分かれ，2番目の辰爾の氏が船，つまり船史の祖となっている。この辰爾  

は『日本書紀』欽明紀十四年七月粂に「蘇我大臣稲目宿禰奉勅遣王辰爾数録船賦即以王辰  

爾為船長。因賜姓為船史。今船連之先也。」とある王辰爾で，下文にある群臣・諸史の誰  

もが読み解けなかった高句麗からの鳥の羽に認められた表文を見事に解読したエピソード  

は敏速紀元年五月粂に詳しく記されている。   

天皇執高麗表疏授大臣召衆諸史令読解之。是時諸史於三日内皆不能読。袋有船史狙王  

辰爾。能奉読釈。   

この「諸史」とは下文には「東西諸史（ヤマトカワチノモロモロノフヒト）」とあり，  

東の大和と西の河内を本拠地とするいずれも渡来系の「史」のカバネを持つ氏族を指すが，  

「史」とは大和政権で文筆・記録を担当した職能者のことで，いわば漠語の専門家たちであっ  

た。辰爾も船「史」である以上これに含まれるが（加藤謙吉氏は船史の本拠地を河内国野  

中郷と推定されており，すると西諸史ということになる），他の諸史にできない読解を彼  

は見事にやってのけたわけである。  

由是天皇輿大臣倶為讃美日。勤乎辰爾。敢哉辰爾。汝若不愛於学。誰能読解。宜従今  

始近侍殿中。  
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辰爾はこの功績をもって天皇に近侍する立場を得た。同時にこれは，冒頭示した通り，  

二百年以上後の延暦年問に傍系（3姓に分かれた季子の麻呂が津連の祖にあたる）の後裔  

津連裏道が改姓を願い出る際の拠所とする価値を持つ功績ともされた。   

ところでこの高麗表琉であるが，その漢文が難解過ぎて諸史たちが読み解けなかったわ  

けではない。これは鳥の羽に善かれたいわば隠し文で，辰爾は漢文読解力だけではなく，  

黒い鳥の羽に認められた隠し文を浮き上らせる技を身につけていたからこれを読訳するこ   

とができた。  

字随羽黒既無職者。辰爾乃蒸羽於飯気。以南印羽。悉寓其字。朝庭悉異之。   

彼は黒い羽に善かれて識字不能な表文を，羽を炊飯の湯気で蒸して自絹に押し当て，そ  

こに文面を写し取って判読した。その場の者はみな驚きの目でこれを見た。   

敏達紀元年粂に見える高麗使節は，難船漂着して調の扱いに不備があり，その上大便が  

随行者とおぼしき賊により殺害されるという波乱含みのものとなった。また，大和朝廷が  

高靂との国交を成立させたばかりの時期でもあった。『三国史記』には新羅真興王二十三  

年（562）に加耶が降伏するとの記載があり，同年の欽明紀二十三年正月条にも新羅が任  

那の十国を併合するという記載がある。半島での勢力争いがいろいろと騒がしい時期に送  

られた高麗からの表文に朝廷の関心は相当に深かったはずで，それを無事読訳した辰爾の  

技量がより賞賛を集めたことは当然であろう。  

汝等所習之業何故不就。汝等難衆不及辰爾。   

他の諸史たちはこう非難され，彼らに欠けた技量を辰爾が身につけていることが公認さ  

れた。百済の滅亡から新羅による任那の併合，中国ではこの後隋が興り，やがて南朝陳を  

滅ぼして統一王朝となる。6世紀後半の東アジア国際情勢の大きな変動のさなかで，船史  

は氏族としての成り立ちを歴史に刻み始めた。辰爾に連なる船史の系脈はこうして始まっ  

たと『書紀』は記しているのである。  

2  

ところで，この「鳥羽之表」にまつわる物語めいた記述は『懐風藻』の序文にも見るこ  

とができる。おそらくこれは，記述された8世紀当時にあってかなりもてはやされた逸話  

だったのであろう。しかしながら，これは史実ではあるまいとするのがほぼ定説となって  
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いる。そうではあるが，にも拘らず史実として『書紀』等に書き残されたことはむしろ重  

く見るべきであろう。さらに，たとえ捏造された史実であったとしても，その中で何故わ  

ざわざ表文が隠し文とされたのか，それはおそらく部外者の容易な判読を防ぐための機密  

保持であり，これは同時に，正当な受信者たるかつての倭国側（今や日本国天皇側）にこ  

れを読み解く技があるとの前提が国際社会でなされていたという暗示的な主張である。   

その前掛こ応えた辰爾の判読は，国の面目を保つことにもなったが故に賞賛され，わが  

国の文化レベルの発展を証拠付けるものであったが故に流布され，その結果，辰爾に連な  

る出自を尊いと主張する歴史的根拠とも成り得たわけである。同時に，この快挙を為した  

主人公として，船史の視たる辰爾がキャスティングされたことに，当時の船史が占めてい  

た諸史の代表格的な立場を窺い知ることができよう。   

ところで他の諸史に欠けていた技量とは何であったか。それはとりもなおさず先進の技  

術であり知識であったろう。ここで例示された隠し文を読み解くいわば暗号解読法もその  

ひとつで，何らかの方法で辰爾はそれらを得ており，その後立場を固めていった船史の面々  

も，自身と自家の立場存続のために同様のものを常に求め続けたはずである。そのために  

必要な方策やルートを発信源たる大陸に求め，その結果，船史という氏族が国際交流の動  

向を通じて歴史に現れることが多いという傾向を通底させたように思える。前述した通り，  

「鳥羽の表」に関する論考は，これを王辰爾の卓抜した能力を示すための作文，文飾に過  

ぎないとするものが多い。「東西諸史」の中でも辰爾が最も高い地位にあることを理由づ  

けするための説話であるという解釈である。その通りであったとしても，いま述べた，辰  

爾の評価を高めた理由が変わることはない。つまり，中国をはじめとする海の向こうの先  

進諸国（朝鮮半島の国々を「蕃国」と呼ぶ政治的な思惑とは裏腹な現実としての）から発  

信される諸事情に通じていることが有能な人材として評価されるという現実があったから  

こそ，このような「文飾」が成り立ったわけである。それに応えるためにも船史の目は海  

外に向けられ続けることになる。7世紀に入ってわが国はいわゆる遣唐使時代の幕を開け  

る。わが国朝廷は隋の暢帝に遣使して親書を送り，留学生四人と留学僧四人を送り込む。  

彼らは『国史』に名を残す最初の中国への留学者で，いずれも漠直（アヤノアタヒ）漢人（ア  

ヤヒり新湊人（イマキノアヤヒト）奈羅（ナラ）といった渡来系氏族で占められていた。  

ここに始まる積極的な留学者の派遣開始は，船史にとって願ってもない，活躍の場と栄達  

の機会をもたらす新たな時代の幕開けにつながったに違いない。大和政権の政界図には多  

くの渡来系氏族を見出すことができるが，奈良時代を通じて用意され続けた国際社会や外  

交といった桧舞台で，船史が演じた役柄には目を引かれるものがある。もちろん，歴史に  

書き残されなかった多くの配役が他にもあっただろうことは言うまでもないが，時に生き  
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生きとした脈動までもを今に伝える船史の役者ぶりは，多くの渡来系氏族の中でも群を抜  

く。船史という氏族が演じた役柄を通じて，わが国が当時繰り広げていた国際交流の一端  

を探っていくことが本論考に一貫させたい狙いである。  

3  

『六国史』に見える船史の系脈を辰爾から迫っていくと以下のようになる。  

王辰爾・船史牛  

：1欽明十四年（553）七月・蘇我大臣稲目宿禰奉勅遭王辰爾，数録船賦。即以王  

辰爾為船長。因賜姓為船史。今般連之先也。  

2同三十年（569）正月・量置田部其釆尚臭。年甫十余脱籍免課者衆。宜遣胆津  

〈胆津者。王辰爾之甥也。〉検定自猪田部丁籍。  

3敏速元年（572）五月・丙辰。天皇執高麗表既授於大臣。召衆諸史，令読解之。  

是時諸史於三日内皆不能読。愛有船史祖王辰爾。能奉読釈。由是天皇輿大臣  

倶為讃美日。勤乎辰爾。敢哉辰爾。汝若不愛於学。誰能読解。宜従今始近侍  

殿中。既而詔東西諸史日。汝等所習之業何故不就。汝等雛衆不及辰爾。又高  

麗上表臨書千鳥羽。字随羽黒既無識者。辰爾乃蒸羽於飯気。以．弔印羽。悉寓  

其字。朝庭悉異之。  

4同三年（574）十月戊戊。詔。船史王辰爾弟牛賜姓為津史。  

船史王平  

：5推古十六年（608）六月・壬寅朔丙辰。客等拍子難波津。是日。以鱗船什槻  

迎客等子江口。安置新館。於是。以中臣宮地達磨呂。大河内直糠手船史王平  

為掌客。蒙昧子臣奏之日。臣参還之時。唐帝以書授臣。然経過百済国之日。  

百済人探以掠取。是以不得上。於是群臣議之日。夫便人雄死之不失旨。是便  

臭。何怠之失大国之善哉。則坐流刑。時天皇勅之日。妹子難有失書之罪。鞭  

不可罪。其大国客等間之亦不良。乃赦之不坐也。  

船史龍：6 推古十七年（609）四月・丁酉朔庚子。筑紫大事奏上言。百済僧道欣。恵珊為  

首一十人。俗人七十五人。拍子肥後国葦北津。是時。遭難披吉士徳摩呂。船  

史龍以間之日。何来也。封日。百済王命以遣於呉国。其国有乱不待人。更返  

於本郷。忽逢暴風漂蕩海中。然有大事而泊千里帝之辺境。以歓喜。  

7同五月・丁卯朔壬午。徳摩呂等復奏之。則返徳摩呂。竜二人。而副百済人等  

送本国。至千野馬以道人等十－・皆請之欲留。乃上表而留之。因令住元興寺。  
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船史恵尺・船民意釈・道照  

：8皇極四年（645）六月・己酉，蘇我臣蝦夷等臨誅。悉焼天皇記。国記。珍宝。  

船史恵尺即疾取所焼国記而奉献中大兄。  

9文武四年（700）三月・三月己未。道照和尚物化。天皇甚悼惜之。遣使弔即博  

之。和尚河内国丹比郡人也。俗姓船連。父恵釈少錦下。和尚戒行不欠。尤尚  

忍行。嘗弟子欲究其性。窃穿便器。漏汚被裾。和尚乃微笑日。放蕩小子汚人  

之床。克無復一言焉。初孝徳天皇自推四年。随便入唐。通過玄弊三蔵。師受  

業焉。三蔵特愛。令住同房。謂日。吾昔往西城。在路飢乏。無相可乞。忽有  

一沙門，手持梨子。与吾食之。吾自峡後気力日健。今汝是持梨沙門也。又謂  

日。経論深妙不能究寛。不如学禅流伝束土。和尚奉教。始習禅定。所悟禰  

多。於後随便帰朝。臨訣。三蔵以所持舎利経論。成授和尚而日。人能弘道。  

今以斯文附属。又授一緒子日。吾従西域自所将来。煎物養病。無不神験。於  

是和尚拝謝。囁泣而辞。及至登州。使人多病。和尚出鎗子。暖水煮粥も遍与  

病徒。当日即差。既解撹順風而去。比至海中。船漂蕩不進者七日七夜。諸人  

怪日。風勢快好。計日応到本国。船不骨行。計必有意。卜入日。龍王欲得錯  

子。和上聞之日。鎗子此是三蔵之所施者也。龍王何敢索之。諸人骨日。今情  

緒子不与。恐合船為魚食。因取鈴子他人海中。登時船進達帰本朝。於元興寺  

東南隅。別建禅院而住焉。千時天下行業之徒。従和尚学禅焉。於後周遊天  

下。路傍穿井。諸津済処。儲船遺構。乃山背国字治橋。和尚之所創造者也。  

和尚周遊凡十有余戟。有勅請還止住禅院。坐禅如故。戎三日一起。戎七日一  

起。傾忽香気従房出。諸弟子驚怪。就而謁和尚。端坐縄床。無有気息。時年  

七十有二。弟子等奉還敦。火葬於栗原。天下火葬従此而姶也。世伝云。火葬  

畢。親族与弟子相争。欲取和上骨敏之。親風忽起。吹賜灰骨。終不知其処。  

時人異焉。後遷都平城也。和尚弟及弟子等奏聞。徒建禅院於新京。今平城右  

京禅院是也。此院多有経論。書遽楷好。並不錯誤。皆和上之所将来者也。  

船 史：10天武十二年（683）十月・冬十月乙卯朔己未，三宅吉士。草壁書士。伯香道。  

船史。壱伎史。婆羅々馬飼造。菟野馬飼造。吉野首。紀酒人直。釆女造。阿  

直史。高市願主。磯城願主。鏡作造。井十四民，賜姓日連。  

11天平宝字二年（758）六月・乙丑。大和国葛上郡人従人位上桑原史年足等男女  

九十六人。近江国神埼郡人正八位下桑原史人勝等男女一千一百五十五人同言  

日。伏奉去天平勝宝九歳五月廿六日勅書僻。内大臣。太政大臣之名不得稀  

者。今年足人勝等先祖後漠西南部言興井帝利等。於難波高津宮御宇天皇之  

75   



泉   敬 史  

世。転自高麗。帰化聖境。本是同視。今分数姓。望請。依勅一改史字。国表  

同姓。於是。桑原史。大友桑原史。大友史。大友部史。桑原史戸。史戸六氏  

同賜桑原直姓。船史船直姓。  

船連秦（甚）勝  

：12文武四年（700）八月・丁卯。政夫下。但十悪盗人不在赦限。高年賜物。又依  

巡察使奏状。諸国司等。随其治能。進階賜封各有差。阿倍朝臣御主人。大伴  

宿禰御行並授正広参。因幡守勤大壱船遵奉勝封什戸。遠江守勤広壱漆部道道  

麻呂廿戸。並褒善政也。  

13慶雲二年（705）十二月・巽西。無位山前王授従四位下。丹波王。阿刀王並従  

五位下。正六位上三国真人人足。藤原朝臣武智麻呂。正六位下多治比真人夜  

部。佐昧朝臣笠麻呂。藤原朝臣房前。従六位上中臣朝臣石木。狛朝臣秋麻  

呂。坂本朝臣阿骨麻呂。多治比真人願守。阿倍朝臣安麻呂。従六位下披多朝  

臣広麻呂。佐伯宿禰男。阿倍朝臣真君。田口朝臣広麻呂。巨勢靭臣子祖父。  

紀朝臣男人。正七位上大伴宿禰大沼田。正六位上坂合部宿禰三田麻呂。従六  

位下願犬養宿禰筑紫。正六位上坂上忌寸忍熊。船遵奉勝。従六位下美努連浄  

麻呂並従五位下。是H。新羅使金儒吉等入京。  

14和銅二年（709）三月・庚辰。初置造雑物法用司。以従五位上乗女朝臣牧夫。  

多治比真人三宅麻呂。従五位下舟連甚勝。笠朝臣吉麻呂為之。  

15同七年（714）正月・甲子。授正四位下多治比真人池守従三位。無位河内王従  

四位下。無位桜井王。大伴王。佐為王並従五位下。従四位下大神朝臣安麻呂  

従四位上。正五位上石川朝臣右足。石川朝臣難波麻呂。忌部宿禰子首。正五  

位下阿倍朝臣首名。従五位上阿倍朝臣余間並従四位下。従五位上船連甚勝正  

五位下。正六位上春日椋首老。正六位下引田朝臣真人。小治田朝臣豊足。山  

上臣憶良。荊義善。吉宜。息長英人臣足。高向朝臣大足。従六位上大伴宿禰  

山守。菅生朝臣国益。太宅朝臣大国。従六位下乗田朝臣人上。津鴨朝臣真  

鎌。披多真人余射。正七位上津守連道並従五位下。  

16霊亀二年（716）四月・壬申。以従四位下大野王為弾正平。従五位上坂本朝臣  

阿曾麻呂為参河守。従五位下高向朝臣大足為下総守。従五位下榎井朝臣広国  

為丹波守。従五位下山上臣憶良為伯看守。正五位下船遵奉勝為出雲守。従五  

位下巨勢朝臣安麻呂為備後守。従五位下当麻真人大名為伊予守。  

船連大魚  

：17養老五年（721）正月・灰午。詔従五位上佐為王。従五位下伊部王。正五位上  
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紀朝臣男人。日下部宿禰老。従五位上山田史三方。従五位下山上臣憶良。朝  

来直賀須夜。紀朝臣清人。正大位上越智直広江。船遠大魚。山口忌寸田主。  

正六位下楽浪河内。従六位下大宅朝臣兼麻呂。正七位上土師宿禰百村。従七  

位下塩家達吉麻呂。刀利宣令等。退朝之後。令侍東宮焉。  

18同七年（723）正月・七年春正月丙子。天皇御中宮。授従三位多治比真人池守  

正三位。正四位下阿倍朝臣広庭。正四位下息長王並正四位上。従四位上六人  

部王正四位下。従四位下大石王従四位上。無位栗栖王。三嶋王。春日王並従  

四位下。正五位下葛木王正五位上。無位志努太王従五位下。従四位上阿倍朝  

臣首名。石川朝巨石足。百済王南典並四位下。正五位上大伴宿禰道足。紀朝  

臣男人並従四位下。正五位下阿倍朝臣船守。従五位上調達淡海並正五位上。  

従五位上鴨朝臣堅麻呂正五位下。従五位下引田朝臣真人。路真人麻呂。紀朝  

臣清人。大伴宿禰祖父麻呂。土師宿禰豊麻呂。津守連通並従五位上。正六位  

上引田朝臣秋庭。河辺朝臣智麻呂。紀朝臣猪養。披多真人足鴫。阿曇宿禰坂  

持。布勢朝臣国足。息長真人麻呂。角朝臣家主。高橋朝臣鴫主。平群朝臣豊  

麻呂。石川朝臣樽。中臣朝臣広見。石川朝臣麻呂。余仁軍。正六位下船連大  

魚。河内忌寸人足。丸達男事。志我関連阿弥太。越智直広江。堅部使主右  

前。高金蔵。高志連恵我麻呂並従五位下。又授夫人藤原朝臣宮子従二位。日  

下女王。広背女王。乗回女王。六人部女王。星河女王。海上女王。智努女  

王。葛野女王並従四位下。他田舎人直刀自売正五位上。太宅朝臣諸姉。薩妙  

観並従五位上。大春日朝臣家主従五位下。  

船連薬：19天平三年（731）正月・丙子。授正三位大伴宿禰旅人従二位。従四位下門部王。  

春日王。佐為王並従四位上。正五位上桜井王従四位下。従五位下大井主従五  

位上。従四位下多治比真人広成。紀朝臣男人。大野朝臣束人並従四位上。正  

五位上大伴宿禰祖父麻呂従四位下。正五位下中臣朝臣広見正五位上。従五位  

上石上朝臣勝雄。平群朝臣豊麻呂。小野朝臣老。従五位下石川朝臣比良夫並  

正五位下。従五位下波多真人継手。久米朝臣麻呂。石川朝臣夫子。高橋朝臣  

鴫主。相国達意我麻呂並従五位上。外従五位下巨勢朝臣奈氏麻呂。津嶋朝臣  

家道。正六位上石川朝臣加美。大伴宿禰兄麻呂並従五位下。正六位上息長真  

人名代。当麻真人広人。巨曾倍朝臣足人。紀朝臣多麻呂。引田朝臣虫麻呂。  

巨勢朝臣又兄。大伴宿禰御助。佐伯宿禰人足。佐味朝臣足人。佐伯宿禰伊  

益。土師宿欄干村。箭集宿禰虫麻呂。物部韓国連広足。船連薬。難波達吉  

成。田辺史広足。葛井連広成。高丘連河内。秦忌寸朝元並外従五位下。  
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船達吉麻呂  

：20天平十人年（746）四月・発卯。授正四位上藤原朝臣仲麻呂従三位。正四位下  

智努王正四位上。従四位上三原王正四位下。従四位下諦従四位上。従五位下  

小田王従五位上。無位額田部王。伊香王。山村王並従五位下。従四位上石上  

朝臣乙麻呂正四位下。従四位下紀朝臣麻呂従四位上。正五位上多治比真人占  

部。阿倍朝臣沙弥麻呂。藤原朝臣晴河。正五位下大伴宿禰兄麻呂並従四位  

下。正五位下石川朝臣年足正五位上。従五位上多治比真人国人正五位下。従  

五位下乗田朝臣馬養従五位上。外従五位下大伴宿禰麻呂。田口朝臣三田次。  

為奈真人馬養。栗田朝臣堅石。当麻真人広名。紀朝臣可比佐。大伴宿禰三  

中。大伴宿禰名負。大伴宿禰百世。路真人宮守。引田朝臣虫麻呂。下毛野朝  

臣稲麻呂。太朝臣徳足。路真人野上。奉拝朝臣国人。高橋朝臣国足。鴨朝臣  

石角。穂積朝臣老人。布勢朝臣多禰。大伴宿禰犬養。笠朝臣蓑麻呂。／ト野朝  

臣東人。／ト野朝臣綱手。紀朝臣必登。鴨朝臣角足。正六位下藤原朝臣宿奈麻  

呂。正六位上阿倍朝臣毛人。波多朝臣足人。佐伯宿禰浜足。坂合部宿禰金  

網。采女朝巨人。阿曇宿禰大足。中臣朝臣益人。願犬養宿禰古麻呂。正六位  

下巨勢朝臣君成。正六位上大神朝臣麻呂。佐伯宿禰全成。大養徳忌寸佐留並  

従五位下。正六位上津史馬人。大鳥連大麻呂。船達吉麻呂。土師相補牛勝。  

壬生便主宇太麻呂。中臣丸連張弓。出雲臣屋麻呂。清原連晴道並外従五位  

下。   

船達夫子  

：21天平勝宝六年（754）十一月・辛未。大暦学間生無位船達夫子授外従五位下。  

辞而不受。以出家故也。  

船 氏：22天平宝字二年（75郎八月・丙寅。外従五位下津史秋主等珊四人言。船。葛井。  

津。本是一視．。別為三氏。其二氏者蒙連姓言乞。唯秋主等未需改姓。請改史  

字。於是賜姓津連。  

23宝亀元年（770）3月・辛卯。葛井。船。津。文。武生。蔵六氏男女二百押入  

僕奉歌垣。  

24延暦十人年（799）三月・丁巳。正四位下行左大姉兼右衛士督皇太子学士伊勢  

守菅野朝臣眞道等言。己等先祖。葛井。船。津。三氏墓地。在河内囲丹比郡  

野中寺以南。名日寺山。子孫相守。累世不便。而今樵夫成市。採伐家樹。先  

祖幽魂。永失所蹄。伏請依奮令禁。許之。  
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船連小（男）棉  

：25天平宝字六年（762）正月・発未。帝臨軒。授三晶船親王二品。正四位上紀朝  

臣飯麻呂従三位。無位榎本王従四位下。荻田王従五位下。正五位上栗田朝臣  

奈勢麻呂。中臣朝臣清麻呂。石川朝臣豊成並従四位下。従五位上阿倍朝臣子  

嶋正五位下。従五位下石川朝臣人成。巨勢朝臣浄成並従五位上。正六位上息  

長丹生真人国嶋。路真人鷹養。中臣朝臣伊加麻呂。阿倍朝臣小路。阿倍朝臣  

息道。石上朝臣奥継。大伴宿禰田麻呂並従五位下。正六位上守部垣麻呂。船  

連小椋並外従五位下。  

26同八年（764）正月・己未。以正五位下山村王為少納言。従五位下阿倍朝臣子  

路為左少弁。内蔵助外従五位下高丘連比良麻呂為兼大外記。外従五位下麻田  

連金生為左大史。従五位下大伴宿禰潔足為礼部少輔。正五位下紀朝臣伊保為  

仁部大輔。従五位上多治比真人木人為主計頭。外従五位下葛井連立足為助。  

従五位下甘南備真人伊香為主税頭。外従五位下船達男構為助。従五位下路真  

人鷹甘為兵馬正。従五位下小治田朝臣水内為大炊頭。正五位下久世王為木工  

頭。従五位下穂積朝臣小東人為助。従五位下据守王為典薬頭。従五位下乗田  

朝臣黒麻呂為左京亮。外従五位下蜜葵野為西市正。正四位下吉備朝臣真備為  

道東大寺長官。正五位下百済朝臣足人為授刀佐。従四位下伸真人石伴為左勇  

士率。従五位下大原真人宿奈麻呂為左虎貴翼。従五位下藤原恵美朝臣薩雄為  

右虎貴率。正五位上日下部宿禰子麻呂為山背守。従五位下大伴宿禰伯麻呂為  

伊豆守。従五位上乗田朝臣人成為相模守。従五位上上毛野公広浜為近江介。  

従五位下藤原恵美朝臣執樺為美濃守。外従五位下池原公禾守為介。従五位下  

藤原朝臣継縄為信濃守。従五位下田口朝臣大方戸為上野介。従五位下上毛野  

朝臣馬長為出羽介。従五位下藤原恵美朝臣草加知為越前守。外従五位下村国  

連虫麻呂為介。従五位上高円朝臣広世為播磨守。従五位下藤原朝臣蔵下麻呂  

為備前守。外従五位下葛井連根主為備中介。従四位下上道朝臣正道為備後  

守。従五位下石川朝臣民人為周防守。従五位下小野朝臣小勢為紀伊守。従四  

位上佐伯宿禰毛人為大牢大弐。従五位上石上朝臣宅嗣為少弐。従四位下佐伯  

宿禰今毛人為営城監。従五位下佐昧朝臣伊与麻呂為豊前守。従五位上大伴宿  

禰家持為薩摩守。   

船連腰侃  

：27天平宝字八年（764）九月・丁未。授無位真立王従五位下。従国位上石川朝臣  

豊成正四位下。従五位下安倍朝臣息道正五位上。従五位下津連秋主。正六位  
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上石川朝臣垣守並従五位上。正六位上船連腰侃。社告志酒人並外従五位下。  

船連庭足  

：28神護景雲元年（767）正月・己巳。御東院。詔日。今見諸王。年老者衆。其中  

或勤労可優。戎朕情所憐。故随其状。並賜爵級。宜告衆諸令知此意焉。無位  

依智王。篠鴨王。広河王。浄水王。名方王。調使王。飯野王。鴨王。壱志濃  

王。田中王。八上王。津守王。名草王。春階王。中村王。池原王。積殖王。  

高倉王。磯部王。長尾王。浄名王並授従五位下。従五位上百済王理伯正五位  

上。外正五位下大原達家主。外従五位下池原公禾守。正六位上弓削御浄朝臣  

広方。大野朝臣石本。文屋真人忍坂麻呂。三嶋真人嶋麻呂。藤原朝臣雄依。  

藤原朝臣長道。石川朝臣真人。石川朝臣名継。石上朝臣真足。大原真人年  

継。石川朝臣人麻呂。巨勢朝臣宙麻呂。当麻真人永嗣。従六位上安倍朝臣草  

麻呂。正六位上佐伯宿禰家主。川辺朝臣東人。吉備朝臣兵事。笠朝臣乙麻呂  

並従五位下。正六位上林連雑物。船連庭足。堅都債主人主。従六位上昆解沙  

弥麻呂。正六位上高屋連赤麻呂。秦忌寸裳守。品治部公嶋麻呂。難破速足人  

並外従五位下。従四位下藤原朝臣家子正四位下。  

船連浄足・東人・虫麻呂  

：29宝亀元年（770）四月・丁酉。詔造由義寺塔諸司人及雉工等九十五人。随労軽  

重。加賜位階。正六位上船連浄足。寛人。虫麻呂三人。族中長老。率奉歌  

垣。並授外従五位下。以東人為摂津大進。又授正六位上土師宿禰和麻呂外従  

五位下。   

船適任麻呂  

：30宝亀十年（779）正月・甲子。授正四位上藤原朝臣是公従三位。正五位下三方  

王従四位下。従五位下飯野王従五位上。正六位上塩屋王従五位下。正五位下  

豊野真人奄智正五位上。従五位上安倍朝臣東人。百済王利善。巨勢朝臣苗麻  

呂並正五位下。従五位下安倍朝臣常嶋。大中臣朝臣継麻呂。安倍朝臣家麻  

呂。紀朝臣其乙並従五位上。従六位上当麻人干場。正六位上多治比真人年  

持。田中朝臣飯麻呂。中臣朝臣松成。大伴宿禰中主。大神朝臣三友。甘南備  

真人豊次。願犬養宿禰堅魚麻呂。紀朝臣自麻呂。采女朝臣宅守。石川朝臣美  

奈伎麻呂。藤原朝臣弓主並従五位下。正六位上和連諸乙。葛井連根道。船連  

住麻呂。土師宿禰古人並外従五位下。  

31同十一年（780）三月・壬午。従五位下藤原朝臣其友為少納言。従五位下石城  

王為縫殿頭。従五位下高倉朝臣殿嗣為治部少輔。従五位上石川朝臣清麻呂為  
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民部大輔。従五位下多治比真人継兄為少輔。外従五位下栄井宿禰造形為主計  

助。従五位下豊国真人船城為大蔵少輔。従五位上参河王為大勝大夫。外従五  

位下船連住麻呂為官奴正。従五位下大伴楕禰弟麻呂為衛門佐。従五位下藤原  

朝臣宗継為伊勢介。外従五位下陽侯忌寸玲穆為尾張介。外従五位下葛井連根  

道為伊豆守。陰陽頭天文博士従五位上山上朝臣船主為兼甲斐守。従五位下藤  

原朝臣長川為相模守。従五位上藤原朝臣刷雄為上総守。左京大夫正五位下藤  

原朝臣種継為兼下総守。外従五位下上村主虫麻呂為能登守。従五位下紀朝臣  

作良為丹波介。従五位下阿倍朝臣謂奈麻呂為但馬介。従五位下紀朝臣自麻呂  

為因幡介。従五位下大伴宿禰継人為伯者守。中衛中将内儀頭正四位上道鴨宿  

禰嶋足為兼播磨守。正五位下山辺王為備前守。従五位下紀朝臣真子為備後  

守。従五位下田中朝臣飯麻呂為筑後守。従五位下紀朝巨門守為肥前守。従五  

位下小野朝臣滋野為豊前守。外従五位下陽侯忌寸人麻呂為介。  

船連田口  

：32天応元年（7飢）四月発卯。天皇御大極殿。（中略）授四品稗田親王三晶。従  

三位石上大朝臣宅嗣。藤原朝臣田麻呂。藤原朝臣是公並正三位。従四位下壱  

志浪王従四位上。従五位下石城王従五位上。無位浅井王従五位下。正四位下  

大伴宿禰伯麻呂。大伴宿禰家持。佐伯宿禰今毛人。坂上大忌寸苅田麻呂並正  

四位上。従四位下石川朝臣名足。藤原朝臣雄依。大中臣朝臣子老。藤原朝臣  

鷹取。紀朝臣船守。藤原朝臣種継並従四位上。正五位上豊野真人奄智。安倍  

朝臣東人。佐伯宿禰久良麻呂並従四位下。正五位下百済王利善正五位上。従  

五位上栄井宿禰蓑麻呂。紀朝巨大養。山上朝臣船主並正五位下。従五位下多  

治比真人人足従五位上。外正五位下吉田連宙麻呂。正六位上石川朝臣公足。  

紀朝臣千世。大中臣朝臣安遊麻呂。安倍朝巨木屋麻呂並従五位下。外従五位  

下河内連三立麻員外従五位上。正六位上船連田口。和史固守。伊勢朝臣水  

通。武生連鳥守。上竜野公薩摩。土師宿補遺長。正七位上物部多芸宿禰国足  

並外従五位下。  

33延暦三年（784）五月・丙成。勅道中納言正三位藤原朝臣小黒麻呂。従三位藤  

原朝臣種継。左大弁従三位佐伯宿禰今毛人。参議近衛中将正四位上紀朝臣船  

守。参議神職伯従四位上大中臣朝臣子老。右衛士督正四位上坂上大忌寸苅田  

麻呂。衛門督従四位上佐伯宿禰久良麻呂。陰陽助外従五位下船連田口等於山  

背国。相乙訓郡長岡村之地。為遷都也。  
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船連稲船  

：34延暦三年（784）正月・己卯。宴五位巳上。授無位小倉王。石浦王並従五位下。  

従四位下多治比真人長野。紀朝臣家守並従四位上。正五位下紀朝臣鯖麻呂正  

五位上。従五位下大中臣朝臣諸魚従五位上Q外従五位下和朝臣国守。安都宿  

禰具足。正六位上文室真人真屋麻呂。藤原朝臣真作。大伴宿禰永主。大原真  

人越智麻呂。和朝臣三具足。石川朝臣魚麻呂。巨勢朝臣家成。大春日朝臣諸  

公。安倍朝臣広津麻呂。坂本朝臣大足。田口朝臣清麻呂。笠朝臣小宗。三方  

宿禰広名。紀朝臣兄原。佐伯宿禰老並従五位下。正六位上下道朝臣長人。丹  

比宿禰稲長。船連稲船。秦忌寸長足並外従五位下。宴言乞腸線各有差。  

35同四月・庚午。以従五位下紀朝臣作且為右少弁。外従五位下船連稲船為主計助。  

従五位下安倍朝臣真黒麻呂為宮内少輔。  

船 連・船連今道  

：36延暦九年（790）七月・秋七月辛巳。左中弁正五位上兼木工頭百済王仁貞。治  

郎少輔従五位下百済王元信。中衛少将従五位下百済王忠信。図書頭従五位上  

兼東宮学士左兵衛佐伊予守津連真道等上表言。真道等本系出自百済国費須  

王。貴須王者百済始興第十六世王也。夫百済太祖都慕大王者。日神降霊。奄  

扶余而開国。天帝授蕗。惣諸韓而称王。降及近肖古王。遥慕聖化。始哨貴  

国。是則神功皇后摂政之年也。其後軽嶋豊明朝御字応神天皇。命上毛野氏遠  

祖荒田別。使於百済捜碑有識者。国主貴須王恭奉便旨。揮探宗族。遣其孫辰  

孫王〈一名智宗王〉随使入朝。天皇轟焉。特加寵命。以為皇太子之師夷。於  

是。姶伝書籍。大開儒風。文教之興。誠在於此。難波高津朝御宇仁徳天皇。  

以辰孫王長子太阿郎王為近侍。太阿郎王子亥陽君。亥陽君子午定君。午定君  

生三男。長子昧沙。伸子辰爾。季子麻呂。従此而別始為三姓。各国所職以命  

氏焉。葛井。船。津連等即是也。道子他田朝御手放達天皇御世。高麗国遣使  

上鳥羽之表。群臣諸史英之能読。而辰爾進取其表。能読巧幕。詳奏表文。天  

皇嘉其篤学。深加賞歎。詔日。勤乎敢哉。汝若不変学。誰能解読。宜従今始  

近侍殿中。既而又詔東西諸史日。汝等雄衆。不及辰爾。斯並国史家牒。詳載  

其事夷。伏惟。皇朝則天布化。稽古垂風。弘揮淡平群方。叡政雫於品彙。故  

能修廃継絶。万姓仰而頼慶。正名弁物。四海帰両得宜。凡有懐生。莫不杯  

躍。真道等先祖。委質聖朝。年代探遠。家伝文雅之業。族掌西犀之職。裏道  

寄生逢昌運。預沐天恩。伏望。改換連姓。蒙賜朝臣。於是。勅因居賜姓菅野  

朝臣。  
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37同十年（791）正月・突酉。春宮亮正五位下葛井連道依。主税大屈従六位下船  

連今道等言。葛井。船。津連等。本出一組。別為三氏。而今津連等幸遇昌  

適。先賜朝臣。両道依今道等猶滞連姓。方今聖主照臨。在幽尽燭。至化潜  

運。棄気帰仁。伏望。同沐天恩。共蒙改姓。詔許之。道依等八人賜姓宿禰。  

今道等八人因居賜宮原宿禰。又封馬守正六倍上津達吉道等十人賜宿禰。少外  

記津連巨都雄等兄弟姉妹七人。因居賜中称宿禰。  

船道志賀  

：38延暦二十四年（795）八月・発卯。従五位下川原女王。上道朝臣千若授正五位  

下。正六位上安太女王。賀茂毎臣□女。従六位上願犬養宿禰渾潰。丈尼戎固  

従五位下。正六位下小槻連濱名。服部三船。凡直古刀自。従六位上朝野宿禰  

宅成。徒六位下船連志賀。従七位上勝部造眞上。因幡国造西牧。正人位上平  

群黒鹿。従八位下田遽史東女外従五位下。  

沿道助道・貞直  

：39貞観五年（863）八月・九日己巳。右京人従五位下行皇太后宮大進御船宿祢彦  

主。従五位下行助教兼備後椎介御船宿祢佐世。内蔵少層正七位上御船宿祢氏  

柄。散位従七位上船連助道等男女六人。賜姓菅野朝臣。河内囲丹比邦人左兵  

衛権大志正七位上船連貞直腸姓御船相称。彦主等之先。出自百済囲貴須王  

也。   

船連副使麻呂・道照  

：40貞観五年（863）八月・七日丁卯。繹莫如常。直講徒七位下船連副使麻呂講祀  

記。井文章生等賦詩。  

41同九年（867）正月・七日戊申。天皇御紫震殿。観青馬。賜宴群臣。賜緑各有  

差。授売品惟彦親王四品。従三位守権大納言左近衛大勝藤原朝臣民宗正三  

位。従四位下行棟津守忠貞王従四位上。元位基世王従四位下。従五位下行内  

勝正連扶王。少納言兼侍従久須梱王並従五位上。散位正六位上弘道王従五位  

下。神祇伯従四位下中臣朝臣逸志従四位上。左近衛少勝正五位下兼行近江櫓  

介源朝臣節。右衛門椎佐兼操津確守藤原朝臣寮基並従四位下。従五位上行兵  

部少輔源朝臣直。主殿頭兼行讃岐椎介常麻眞人鴨継並正五位下。散位従五位  

下多治眞人河雄。橘朝臣春成。小野朝臣春枝。勘解由次官兼行博士家原宿祢  

民主。式部棟少輔高向朝臣公輔。右兵衛棟佐藤原朝臣囲経。左近衛耀少賂兼  

行伊漁介文室朝臣巻雄等並従五位上。散位外従五位下山口宿祢稽床。菅野朝  

臣高松。三善宿祢清江。直講苅田首安雄。正六位上源朝臣建。貞朝臣登。左  
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近衛将平朝臣正範。式部大藤原朝臣春景。中物藤原朝行直。大内記小野朝臣   

後生。左衛門大尉良琴朝臣農直。藤原朝臣生丘。兵部大藤原朝臣安嶺。右衛   

門大尉橘朝臣博覧。豊前樵介藤原朝臣伸直。右近衛将上毛野朝臣上長。散位   

橘朝臣民継。大外記伴宿祢興門。治部大安部朝臣興氏。近江少線上竜野朝臣   

藤野等並従五位下。左大史正六位上和気朝臣時雄。左近衛賂道鴫宿祢村鴫。   

直講船連副使麿。停留蔵人貞野。散位雉披朝臣賓得。暦博士家原宿祢好。皇   

太后宵宮主直千世麿等並外径五位下。  

42同十一月（869）廿日乙卯。修斬首「禽」祭於神嘉殿。天皇粛居内殿。遣親王   

公卿行事。左京人従五位下行直訴苅田首安雄賜姓紀朝臣。安雄自言。武内宿   

祢之商也。外従五位下行停留蔵人眞野賜姓坂上宿祢。後漠孝塵帝之後也。太   

政大臣家少従正六位下日置造久米麿賜姓名菅原朝臣業利。二品式部卿忠良親   

王家令正六位上土師宿祢益雄。掃部構大層従六位下土師宿祢諸澄。伊勢棟少   

目正六位上土師宿祢豊雄等。賜姓菅原朝臣。並阿往宿祢之後也。河内囲丹比   

邦人外従五位下行直講船連副使麿。改本居隷右京。  

43同十三年（871）十月・廿一日発亥。應天門火災之後。修復既言乞。令明経文章   

等博士。議應天門可改名欺。又名應天門。其義何擦。又朱雀羅城等門。名義   

如何。従五位上行大学頭兼文章博士巨勢朝臣文雄諌言。宮殿城門等火災之   

後。更改其名著。南漢以上未必有此事。但魂明帝青竜二年四月。崇華殿究。   

延子南開。繕複之後。至三年七月。此殿又究。高堂隆以虜。不可吏為営造。  

帝不従。遂復崇華「厳」殿。日九竜殿。唐玄宗天賓二年来京應天門央。延焼   

至左右延福門。十一月應天門成。改日乾天門。本朝制度。多擬唐家。凡夫夫   

人火。其名難異。惣而論之。骨是非囲之休徴。然別修復之後。除其啓墟。吏   

制嘉名。不亦宜哉。又洛都宮城門。是謂應天門。案礼含文嘉日。陽順人心應   

於天。然別應天之名。蓋取諸此乎。又長安南面皇城門。是謂朱雀門。又大明   

宮南面五門正南。日丹鳳門。夫丹鳳朱雀。其義是一。然別以其在南方。政調   

之朱雀乎。又稀羅城門者。是周之囲門。唐之京城門。西都謂之明徳門。東都   

謂之定鼎門。今謂之羅城門。其義未詳。但大唐六典注云。自大明宮。爽東経   

城複道。経過化門橙道。而入興慶宮焉。今案其文勢。蓋此羅列之意乎。従五   

位上行大挙博士兼越前椎介菅野朝臣佐世。従五位下行助散華淵朝臣永貞。外   

従五位下船連副使麻呂等諌言。定二年左侍云。夏五月壬辰。雉門及雨観衆。   

冬十月新作雉門及雨観。毛詩云。建立皐門。皐門有侃。廼立應門。應門   

滑々。諸侯之宮外門日皐門。朝門口應門。内有路門。天子之宮加以庫雉也。  
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正義云。魯有席門雑門。明堂位云。庫門天子皐門。雉門天子磨門。是別名之   

日庫雉。制之如皐應。魯以周公之故。成王将義之。便利二束四。則其鈴諸侯   

不然央。与群臣決事之朝。在應門之内。故以應門馬朝門也。換件等文。魯有   

三門庫雉路。兼天子五門皐庸雄磨路。然則彼魯三門。与本朝三門。其義相   

常。即雑魯之天欠。猶不改名。今此旛天門。既是人火。偽背謂之。何必更   

改8但名日應天。宋雀羅城之義。経典先見焉。  

44同十人年（876）四月・十一日戊午。迫禁前丹波守従五位上安倍朝臣房上。従   

五位下笠朝臣弘興。以有疑行火也。詔召開明経紀俸博士等日。大極殿究。皇   

帝磨朝以否。及群臣従政如何。従五位上行大挙博士兼越中守菩淵朝臣永貞。   

従五位下行助教船連副使麻呂。善淵朝臣寮琴。直読正六位上美努連清名。小   

野朝臣歯琴等言。礼記檀弓日。有焚其先入之室。則三日突。政日。新宮火又   

三日突。左氏侍日。昭十八年五月壬午。宋衛陳鄭。三日突。囲不市。依此言   

之。天災人火。皆三日突。是憂感火夫君喪之意也。既日三日笑。何得在正寝   

聴政。又春秋之義。国有究異。則君親素衣縞冠。帥群臣而突之。然別公卿従   

事。随而可知。大学頭従五位上兼行文章博士巨勢朝臣文雄。文章博士従五位   

下兼行大内記越前権介都相称良香等言。春秋穀梁侍。新宮穴三日突。新宮者   

何。祢宮也。三日笑。哀也。其哀。礼也。又漠武帝建元六年四月。高囲便殿   

火。帝素服五日。昭帝元鳳四年五月。孝文廟正殿火。帝及群臣皆素服。又演   

武帝元封六年十一月。栢梁毒突。成帝永始四年四月。長欒宮。臨華殿。未央   

宮。東司馬門皆究。後漠順帝永和元年十月。承禰殿火。貌明帝青竜二年四   

月。崇華殿究。晋武帝大康十年四月崇賢殿究。梁武帝普通二年五月殿火。延   

焼後宮屋三千問。掘此等文。囲廟火究。必有素服壷「礼」哀之礼。至如宮殿   

之究。無有欒服僚朝之文。但春秋昭十八年左氏博日。五月宋衛隣邦皆火。三   

日突。囲不市。蒐苑日。貌文候御喪失。素服避正殿五日。群臣皆素服而異。   

謹案。古之諸侯。有如此之究者。戎有攣服致突之義。今折中両論之。宜三日   

靡朝。皇帝及群臣不欒常服。唯姦憂感之意。従文雄良香等之議。是日。諸衛   

戒厳。警夜巡豊。倍於常儀。  

45元慶元年（877）二月・十四日丙辰。先是売品平子内親王弟。内親王者太上天   

皇之姑也。是日。詔日。天子絶傍井。但未審太上天皇應絶以不。宜令博士等   

模試之。於是。従五位上行博士兼越中守善淵朝臣永貞。従五位下行助教船連   

副使麻呂。従五位下黄淵朝臣贋琴。従五位下行直講小野朝臣常琴。外従五位   

下美努連清名等奏議日。礼記中庸云。期之喪達乎大夫。三年之喪達乎天子。  
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父母之喪。無貴賎一也。期之喪達於大夫者。謂傍親所降在大功者也。其正統  

之期。天子諸侯猶不降也。大夫所降。天子諸侯維之不馬服也。正義云。碁之  

喪連子大夫者。欲見大夫之尊猶有芽喪。謂傍親所降。在大功者。得薦碁喪。  

締着大功之服。故云連子大夫。若天子諸侯傍碁之喪。則為不服也。三年之喪  

達干天子者。謂正統三年之喪。父母及通子井妻也。連干天子者。言天子骨服  

之。不云父母。言三年者。電通子也。天子薦后其服井以三年竜之者。以后卒  

必三年。然後努。所以連子之志。故通在三年中。今撹換此文。天子維傍期。  

礼利明自也。又尭舜丙三聖。皆揖譲之君也。経籍之中。元股尊鍍。太上天皇  

重不降。然別可絶傍期。不適礼意。  

46同十二月・十六日壬午。以禅院寺為元興寺別院。禅院寺者，通庸留学僧道照，  

還此之後，壬成年三月創建本元興寺東南隅。和銅四年八月移建平城京也。道  

照法師本願記日。真身舎札 一切経論，安置一処，流通万代，以為一切衆生  

所為之処焉。』「十六日午。」一右京人従五位下行山城権守船連副使麻呂，内  

蔵権少充正七位上津宿祢輔主，主殿充大初位下葛井連直臣等三人，賜姓菅野  

朝臣。其先，百済国人也。  

船連禰雄  

：47元慶五年（881）四月・廿八日乙巳。式部省奏郡司擬文。先是，去年四月八日，  

大勝史生矢田部氏永，好私作諸司収文，倫取淡路回塩代米五十掛余。自此粁  

作備前讃岐等未収文之事発露。出納諸司坐此事，下獄者衆。自十二月四日大  

赦天下．轡得出獄。少監物従六位下藤原朝臣安嵐 今年二月十五日左遷備後  

権操，民部大録正六位上国瀬十一也，同日左遷安芸権接，主計大充正六位上  

水宿祢康宗，三月八日左遷越中権接，中務少録従七位下大石林継也，同日左  

遷豊後大日，中務史生従人位下坂本臣勝守，為下総史生，民部史生大初位下  

船連福男為紀伊史生，大初位下珍努願主三津雄為参河史生，主計史生従八位  

下置始連縄継為隠岐史生，従六位下膳臣常道為伊豆史生，皆是同坐左降。大  

勝史生正人位下矢田部氏永，赦前死於獄中。彼月不善。故追記之。   

以上『日本書紀』・『続日本紀』・『日本後紀』・『日本三代実録』に，欽明十四年（553）  

の王辰爾から元慶五年（881）の船連福雄の記述に至るまで延べ328年にわたって47箇所  

に26人の個人名を連ねる氏族が船史なのである。この時代に名を立てた系脈のひとつと  

言って差し支えはあるまい。そこには授位・任官・賜姓等のみの平明な記録（15・16・  

17・18・19・20・25・26・27・28・30・31・32・33・34・35・38）も見られる一方，残りの30  
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船史をめぐる考察②  

箇所にはかなりの字数を割いた独自の記事や，気に留めずにはおけないいくつものエピ  

ソードが残されており，ただならぬ存在感が感じられるのである。これらをひとつひとつ  

精査し，いろいろと対比していくことが今後本考察を進めていく上での道筋になろう。  

船史については，「船連姓者が残した足跡についての考察」（『札幌大学総合論叢』第15号）  

と「船達夫子と3人の延慶」（同第27号）で，辰爾（1・3）・恵尺（8・9）・夫子（21）・道  

照（9・46）等に触れ，藤原氏や鑑真・行基といった歴史的存在との関係について少しばか  

り考えてみたのみである。彼らの血脈が残した大きな存在感を日に見えるものに転化して  

いくためには，この「船史をめぐる考察」はいまだ端緒についたばかりということになる。  
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